
項 ⽬ 内 容

名称 キシロオリゴ糖 [英]Xylo-oligosaccharide [学名]-

概要 キシロオリゴ糖はキシロビオースを主要成分とするオリゴ糖で、ヘミセルロースが

主鎖を構成する⾷物繊維のキシランを酵素で加⽔分解し製造される。⾃然界ではト

ウモロコシの芯やタケノコに少量含まれている。



法規・制度 ■⾷薬区分

・オリゴ配糖体︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分

本質 (原材料) 」に該当する。

■特定保健⽤⾷品

・キシロオリゴ糖とし、「おなかの調⼦を整える」保健⽤途が表⽰できる特定保健

⽤⾷品が許可されている。

・特定保健⽤⾷品 (規格基準型)としてのキシロオリゴ糖 (1⽇摂取⽬安量 : 1〜3 g)  

の保健⽤途表⽰は「キシロオリゴ糖が含まれておりビフィズス菌を増やして腸内の

環境を良好に保つので、おなかの調⼦を整えます」。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・キシロオリゴ糖はオリゴ糖類中、最も少量で整腸作⽤を発揮するとされる。主

に、とうもろこしの芯に含まれる⾷物繊維キシランに酵素を作⽤させて製造され

る。

分析法 ・⽰差屈折計 (RID) を装着したHPLC法により分析されている (101) 。
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循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 その他

・便秘を有する妊婦 (29名、妊娠23週以降、⽇本) にキシロオリゴ糖4.2 g/⽇を4  

週間摂取させた結果、摂取後の排便回数が増加した (PMID:16521705) 。

・50〜60歳の健康男性 (9名、⽇本) にキシロオリゴ糖3.75 g/⽇を3週間摂取させ

た結果、腸内腐敗産物 (p-クレゾール、インドール、スカトール) が減少した

(1993138974) 。

・健康⼥性 (35名、平均34.7±1.3歳、⽇本) にキシロオリゴ糖0.4 g/⽇を4週間摂

取させた結果、腸内のビフィズス菌の割合が増加し、排便回数が4回/週以下の⼥性

(9名) においてはキシロオリゴ糖摂取3週⽬に排便回数の増加が認められた (102)

。また、健康男性 (9〜10名) にキシロオリゴ糖0.7〜3.9 g/⽇を3週間摂取させた

結果、腸内のビフィズス菌の割合が増加した (1993028208) 、(106) 。

・健康男性 (10名、50〜60歳、⽇本) にキシロオリゴ糖1.4 g、3.5 g/⽇をそれぞ

れ5⽇間摂取させた結果、摂取前にはやや軟便であった便の硬さが改善された

(1994020632) 。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

http://www.caa.go.jp/policies/policy/food_labeling/health_promotion/pdf/syokuhin1568.pdf
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=16521705&dopt=Abstract


肥満 メタ分析

・2013年9⽉までを対象に8つのデータベースで検索できた無作為化⽐較試験26報

について検討したメタ分析において、プレバイオティクス (フラクトオリゴ糖、イ

ヌリン、ヤーコン、キシロオリゴ糖、⼤⻨、ガラクトオリゴ糖など) の摂取は、満

腹感 (3報) の上昇、糖代謝マーカー (⾷後⾎糖 (4報) 、インスリン (3報)) 上昇の

抑制と関連が認められた。⼀⽅、総エネルギー摂取量 (5報) 、ペプチドYY (3報) 、

GLP-1 (4報) 、体重 (5報) 、TG (11報) 、CRP (4報) との関連は認められなかった

(PMID:24230488) 。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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